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適切な穂肥・雑草対策で高品質小麦の安定生産を

春先の管理のポイント

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　　山田 和彦さん

西濃農林事務所農業普及課 ［主任技師］　加藤 瑞穂さん

　実需者に求められる高品質小麦を安定生産するため、排水対策
に努めるとともに、適期作業を行いましょう。
○排水対策の徹底
　播種以降、降雨の日が多く湿害が懸念されます。「麦は排水でと
る」と言われるように、排水対策が最も重要な作業です。排水不良
のほ場では、穂肥の施用や雑草対策を適切に実施しても、安定した
収量・品質を十分に得ることは困難になります。小麦の健全な生育
のために、明渠や排水溝の点検補修を定期的に行いましょう。
　また、畦間などの明渠と額縁が繋がっていないほ場も見受けられ
ますので、しっかりと排水口まで繋げて排水対策を徹底しましょう。
○穂肥の施用
　穂肥の目的は、小麦の粒数確保と粒の充実を図ることにありま
す。時期が遅れると成熟期の遅れを招き、粉色が悪くなるなど小麦
の品質に影響を与えます。表１を目安に適期に適量を施用し、高品
質な小麦を安定生産しましょう。
　穂肥の施用時期は、茎立ち期（主稈長が２㌢になった時）となり
ます。近年は暖冬などの影響により時期が早くなる可能性がありま
すので、小麦の生育状況に合わせて作業を行いましょう。

○雑草対策
　収量や品質の安定を図る上で、適切な雑草防除は欠かせません。
小麦栽培では、播種時の土壌処理剤の効果が比較的高いですが、
天候やほ場条件、除草剤の散布状況により雑草が多くなることもあ
り、その場合生育期間中の除草剤の散布が必要となります。
　しかし、選択する除草剤により、効果が期待できる雑草の種類が
異なるため、自分のほ場にどのような雑草が発生しているのかを把
握し、除草剤を選択する必要があります。表２を参考に適切な除草
剤を適期に散布しましょう。

　冬春トマトの長期多段どり作型の生育ステージは、大きく分けて
①高温期・生育初期（定植～11月）②厳寒期・果実肥大期（11月～3
月）③暖候期・生育後期（3月～収穫終了）の3つの段階に分かれま
す。この3つの段階の分かれ目となる11月と3月に意識的に生育をコ
ントロールすることが多収となるポイントです。今回は、3月の管理
ポイントについて説明します。
1．樹勢を落とさない
　日射が強くなることにともなって、トマトの着果・肥大が増してい
きます。意識しないと果実に栄養を取られすぎて、樹勢が弱くなって
しまいます。樹勢が弱くならないように次のことを意識しましょう。
・日射に合わせて葉面積、かん水回数を増やす
・昼温を下げて23℃程度を目安に低めに管理する（ゆっくり成長さ
せる）
・急激な環境変化によるしおれが発生しないよう遮光を検討する
※特に曇雨天からの晴天時
2．病気を出さない
　午前中の気温が急激に上昇することで、果実が結露することがあ
ります。果実のヘタの基部などに結露した水が溜まると、灰色かび
病の伝染源となってしまいます。灰色かび病をはじめとした病気や
害虫を出さないように次のことを意識しましょう。

・早朝加温+午前早めの換気で果実の結露を防ぐ（気温の上昇は1
時間に2℃以内）
・葉先枯れ部分などを取り除く
3．果実の生理障害を防ぐ
　これからの時期に発生しやすい生理障害の原因と対策は次のと
おりです。
・尻腐れ果
　しおれ症状が発生すると果実への水の供給が緩慢になり、一緒
に供給されるカルシウムも少なくなることで尻腐れ果が発生す
る。しおれの兆候を見流さず、かん水や遮光を行う。
・黄変果
　果実が高温になって赤色色素のリコピンが生成できないことで
発生する。果実に直射日光が当たらないように、果実の上部に葉
があるように管理する。

冬春
トマト

小麦

レタスは、サラダからスープや炒め物までいろいろな料理に使えるため、ぜひ栽培したい品目です。
今回は、病気や害虫の被害が少なく比較的育てやすい春まき栽培の紹介です。レタスには、結球レタスとリーフ
レタスの2種類がありますが、種類により作型目安が少し異なりますので下図を参照してください。

栽培の
ポイント

連結ポットやセルトレーに種まき培土を入れ、土を湿らせてから一か所に種を2～3粒まきます。覆土はタネが乾燥しない程度に薄くし、軽く
上から押さえます。本葉が2～3枚になったら1本に間引きます。発芽適温は15～20℃で、4℃以下ではほとんど発芽しないので2月は特に
温度管理に注意してください。（ファーマーズマーケットやホームセンターなどで苗を購入しても良いです）

種 ま き

レタスは過湿土壌、酸性土壌を嫌うので、苦土石灰などによる土壌酸度調整や、畝を高くするなどの排水対策が大切です。植え付けの2週
間前に苦土石灰100㌘/㎡と完熟堆肥2㌔/㎡を、植え付けの1週間前には化成肥料（畑作名人）100㌘/㎡を施しよく耕します。前作の残
肥や土質を考慮して調整してください。

畑の準備

植え付けから30～40日後に、中央部の葉が巻き始めたら追肥をします。追　　肥

果実に発生した灰色かび病 葉先枯れに発生した灰色かび病

作型目安

収穫

2月

種まき（加温）

結球レタス（玉レタス）

リーフレタス

定植（保温）

じゃん !  2026.2じゃん !  2026.2 1011 101010111111

・2月～3月に種まきをするため、育苗には加温が必要です。また、発芽には日の光を必要としますので種まき後の覆土は薄くし
てください。
・レタスは、ホウレンソウに次いで酸性土壌に弱い野菜なので、石灰質肥料などで酸度調整し、極端な乾燥や過湿、多施肥になら
ないように注意してください。
・結球レタスの場合、トンネル栽培で内部が高温になると、葉のよじれや不結球などの結球異常や、生育障害が発生する恐れがあ
るので注意してください。また、多肥や干ばつなどでも結球異常を起こすことがあるので注意してください。

3月 4月 5月 6月 7月

畝幅80～90㌢、畝高10～20㌢（水はけの悪い畑では高畝にする）の畝を立てます。マルチを利用すると、雑草対策以外にも土壌の湿度
や温度変化が緩やかになるほか、雨のはね返りを防ぎ病気の予防に効果的です。他にもシルバーマルチにはアブラムシの忌避効果が期
待できます。

畝 立 て

植え付けの目安は、本葉が3～4枚程で根鉢が崩れない程度で行います。株間は30㌢（リーフレタスでは25～30㌢と少し狭くてもよい）と
し、根鉢の上面が隠れる程度の深さで植え付け、株元に潅水します。植え付け

春まき栽培では、まだ気温が低いため、防寒対策としてビニールトンネルや不織布のベタがけを行います。夜温の気温が安定し霜の心配
がなくなったら順次外しましょう。また、日中はトンネル内の温度が上がりすぎないよう、こまめな換気を忘れないようにしましょう。トンネル

害虫は、アブラムシ類、ヨトウムシ類、ナメクジ類、ハモグリバエなどが発生します。病気は、べと病、灰色かび病、軟腐病の発生がいずれも
4月以降に多くなりますので、注意深く観察して必要であれば防除をしましょう。病 害 虫

頭を手のひらで軽く押えてみて、弾力があり球がやや硬く締まった頃（8分結球くらい）に、球の下方から切り取ります。その際に切り口から
出る乳液は、布などでふき取ります。収穫が遅れると苦みが出て食味が落ちるので注意しましょう。おおよその収穫目安は定植後50～60
日程度ですが、リーフレタスの場合は少し早目になります。

収 穫

※生育状況や土壌条件などにより加減し、極端な過剰施肥をしない

品　種
イワイノダイチ
さとのそら

施用時期
３月上旬
３月上旬

肥料名
化成肥料16-0-16
化成肥料16-0-16

施用量※
25～30㌔/10㌃
30～35㌔/10㌃

表１．品種別穂肥施用の目安
〈農薬登録情報提供システム　令和7年12月16日現在〉
※薬剤により使用時期が異なるため注意しましょう。また、農薬の使用にあたっては、
　ラベルおよび最新の登録内容を確認し、遵守して使用してください。

薬剤名 適用雑草名 使用時期 効果が期待できる雑草

バサグラン液剤
一年生雑草

（イネ科を除く）
生育期 但し

 収穫45日前まで
タデ類

ＭＣＰソーダ塩
一年生及び

多年生広葉雑草
幼穂形成期 但し 
収穫45日前まで

カラスノエンドウ

エコパートフロアブル 一年生広葉雑草 ヤエムグラ

表２．雑草対策

小麦節間伸長開始期ま
で(広葉雑草2～4葉期､
ヤエムグラ2～6節期)
但し､収穫45日前まで
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頭を手のひらで軽く押えてみて、弾力があり球がやや硬く締まった頃（8分結球くらい）に、球の下方から切り取ります。その際に切り口から
出る乳液は、布などでふき取ります。収穫が遅れると苦みが出て食味が落ちるので注意しましょう。おおよその収穫目安は定植後50～60
日程度ですが、リーフレタスの場合は少し早目になります。

収 穫

※生育状況や土壌条件などにより加減し、極端な過剰施肥をしない

品　種
イワイノダイチ
さとのそら

施用時期
３月上旬
３月上旬

肥料名
化成肥料16-0-16
化成肥料16-0-16

施用量※
25～30㌔/10㌃
30～35㌔/10㌃

表１．品種別穂肥施用の目安
〈農薬登録情報提供システム　令和7年12月16日現在〉
※薬剤により使用時期が異なるため注意しましょう。また、農薬の使用にあたっては、
　ラベルおよび最新の登録内容を確認し、遵守して使用してください。

薬剤名 適用雑草名 使用時期 効果が期待できる雑草

バサグラン液剤
一年生雑草

（イネ科を除く）
生育期 但し

 収穫45日前まで
タデ類

ＭＣＰソーダ塩
一年生及び

多年生広葉雑草
幼穂形成期 但し 
収穫45日前まで

カラスノエンドウ

エコパートフロアブル 一年生広葉雑草 ヤエムグラ

表２．雑草対策

小麦節間伸長開始期ま
で(広葉雑草2～4葉期､
ヤエムグラ2～6節期)
但し､収穫45日前まで

しゅかん


